
機械工学科２年生 応用数学 III 中間試験問題 2002年 11月 22日 2限実施

答案用紙は縦長に置いて使用し、最上部に学科・学籍番号・氏名を明記せよ。

【1】２本のベクトル A と Bは成分表示で A = (1, 2,−7)、B = (1,−1,−4) と表される。このとき下

記の (i) ～ (iv) を求めよ。(iii)は成分表示で答えよ。

(i) |A| (ii) A · B (iii) A × B (iv) A と B の交角 θ

【2】任意のベクトル A、Bについて |A · B|2 + |A × B|2 = |A|2|B|2 が成り立つことを示せ。

【ヒント】何通りかの示し方があるが、内積・外積の幾何学的定義を用いるのがもっとも簡単である。

【3】任意のベクトル関数 A(t) について下記の等式が成り立つことを示せ。

dÂ
dt

= −Â × (Â × A′)
|A|

ただし Â =
A
|A|
、A′ =

dA
dt

とする。

【4】点 Pの位置ベクトル r は時刻 t のベクトル関数として下式で与えられるとする。

r(t) =
(
cos t, sin 2t, cos2 t

)
このとき t =

π

4
における速さ (速度の大きさ) v、加速度の接線成分 at、法線成分 an を求めよ。
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